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島原万丈（以下：島原）：今回の報告書のタイ

トルは「寛容社会」。住まいや外国人だけの

話ではなくて、日本社会全体の寛容性を問

うひとつの突破口になればと考えています。

梅澤高明氏（以下：梅澤）：しかし、この対談

の直前にすごいタイミングでしたね。

島原：トランプ大統領の7カ国入国禁止令は

本当にやるとは思わなかった、と世界中が大

騒ぎになっていますが、ヨーロッパ各地でも

極右的な政党が台頭し、一般的にはグローバ

ル化してきた社会に対する反動と見られて

います。グローバル化していく中で人が混じ

りあっていくのは当然の流れのなかで、最先

端であったヨーロッパが一気に反動的になっ

てきているという現状があると思うのですが、

この状況を梅澤さんはどのようにご覧になっ

ていますか?これはしばらく続くものでしょ

うか。

梅澤：グローバリズムに対しての反動、そのひ

とつの表れとしてのポピュリズムの台頭、こ

れはしばらく続くだろうなと、悲観的にみて

います。新興国が急成長した2000年代、世

界の統合が進み、企業のグロバーバル化と収

益性の向上をもたらしました。この流れが

約15年続いたわけですが、それも一回ここ

で止まることになるだろうとは思います。ポ

ピュリズムの台頭については、まずは、今年

（2017年）のオランダ、フランス、ドイツなど

欧州諸国の選挙を注視する必要があります。

日本は幸いにしてまだ欧州ほど政治的に危

険な状況にはなっていませんが、日本にとっ

ても他人事ではないと思います。

島原：その状況下で日本が移民政策をどう

考えるかという議論が注目されそうですが。

梅澤：イギリスやドイツ、あるいはアメリカの

失敗から、日本は鎖国を続けるべきだと安易

に結論づけるのは間違いだと思います。人

口減少と高齢化による労働力不足ももちろ

ん大きな課題ですが、個々の日本企業の国

際競争力も、日本人が頑張るだけでは厳しい

ものがあります。優秀な外国人を含む多国

籍チームで、世界と上手くつながりながら市

場開拓をしていかないとそもそも競争には勝

てないというのが、経営コンサルタントとして

日本企業を見続けてきた私の結論です。

島原：ドイツやフランスの失敗とおっしゃい

ましたが、どんなところにその要因があった

と考えますか?

梅澤：たとえばドイツ、フランスで移民排斥の

声が高まっている要因のひとつは、ある時期

無節操に移民を受け入れたにもかかわらず、
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彼らの社会への統合に投資をしてこなかっ

た時期があった。ドイツのケースでいえば、

1960年代以降からのトルコからの移民がそ

うですし、フランスも北アフリカから移民を

受け入れて、彼らに低付加価値、低賃金の仕

事についてもらっていた。彼らの教育や社会

への統合にも投資をせず、ある種、分離され

たゲットーのようなところに住むのを放置し

てきた時期がしばらくあったのです。いまの

ドイツはそれを反省し、社会の統合に相当の

投資をしているのですが、なんせ一世代前に

無関心な政策を続けてしまった。だから、貧

しくて教育も受けていない移民世帯から生

まれた二世たちが、将来、社会の不安定分子

になる可能性があるという、歴史からくる根

深いものがあるのは事実です。日本がいまか

ら外国人を積極的に受け入れるにあたって

は、当然、他国の過去の失敗から学ぶことが

重要だと考えています。

島原：ドイツやフランスの失敗に学ぶことが、

ややもすれば「ほら、移民を受け入れたら大

変だったじゃないか」という浅い議論になる

のは残念ですよね。ドイツはローテーション

制を長らく採用してきて、受け入れる・統合

するという発想はなかった。それはいまの日

本の、特に単純労働系の人材に対する発想

と同じではないかと思うのですが。

梅澤：そこが問題なんです。昨年、外国人

雇用協議会※1を立ち上げましたが、そこで

フォーカスすべきだと思っているのは、「高度

人材」と「専門人材」。専門人材とは、現在の

技能実習生の短期受入れとは全く異なる発

想で受け入れることを想定しています。日

本に長期的に需要がある仕事に関して、日

本にコミットして仕事がしたいと希望する外

国人たちを積極的に受け入れ、日本のメン

バーになってもらおうという発想です。短期

的に労働力が足りないからといって単純労

働者を海外から受け入れ、需要がなくなっ

たら帰国させるというのでは成り立ちませ

ん。なぜなら、一度

受け入れた人たちは

日本で 家族を作る

こともあるし、そも

そも日本に対しての

愛着を持ってくれる

かもしれない。用が

済んだからお帰りく

ださい、というのもひ

どい話です。だから

こそ、日本に長期的

な需要がある職種で、

スキルのある人を受け入れることが大事な

のです。

島原：梅澤さんが提言されている「高度人材」

「専門人材」というのは具体的には?

梅澤：クールジャパンの人材戦略に関連して、

ピラミッドで整理して提言しました（図参

照）。まず、「高度デザイン人材」というカテ

ゴリーがあります。これは、デザイナー系人

材のなかでも、プロダクトやアプリのデザイン

だけでなく、事業や顧客体験のレベルで統合

的なデザインができる人材。日本のトップク

クールジャパン戦略に学ぶ

※1 日本の就労人口に占める外国人の比率は主要国の中では低水準であり、その多くは技能実習生や留学生アルバイトに占められているという現実を
ふまえ、この現状からの脱却を目指し、より質の高い外国人材を活用することを目的に2016年4月に設立。1）政府の政策・制度の改善を実現し
ていくとともに、2）企業側での受入れ環境の整備、3）日本のビジネス社会で適応できる人材育成、この3項目を掲げている。http://jaefn.or.jp/

梅澤高明・齋藤隆弘「クールジャパン外国人材の活用」（2016年4月）より一部抜粋：噴出し部分は追加・加工

参考：クールジャパン関連の受入れを検討すべき人材群

■ 高度デザイン人材（製品・サービス・
　 事業モデル等を統合的にデザイン）

■ シェフ、フロアマネジャー
■ ファッション／インテリアデザイナー
■ アニメクリエイター
■ 美容師、ネイリスト、エステティシャン
■ 接客業、スキーインストラクター
　 （インバウンド対応）

（該当無し）

高度人材

専門職

単純労働者

職　種（代表例）

■ 介護・看護
■ 農業 など

Post Study
Work Visa 創設

就労ビザ解禁
・緩和

職　種
（クールジャパン関連以外）
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ラスの大学・大学院を卒業した高度デザイ

ン人材が、卒業後も日本に残って、産業イノ

ベーションの起爆剤になってほしいと「ポス

ト・スタディ・ワークビザ」創設の提案をして

います。雇用主が未確定の状態でも、卒業

後は2年間の就労ビザを取得できるようにす

る制度です。その間はフリーランスでやって

もらっていいし、起業してもらってもいい。

島原：もうひとつが専門職ですね。

梅澤：分野をクールジャパンに限らずいえば、

介護・看護や農業の専門家がこのカテゴリー

に入ります。専門スキルが必要で、かつこれ

から担い手が不足すると想定される職種で

す。クールジャパン戦略でも、専門職に関す

る就労のビザ解禁、あるいは緩和を提案をし

てきました。

島原：これまでは、高度人材と単純労働とい

うふたつの大きな分け方でしたが、ここに専

門職という分野を切り出した意図というの

は何かあるのでしょうか。

梅澤：いままでの高度人材というのは枠とし

て狭すぎました。もう少し幅広くさまざま

な人材を受け入れるニーズはあるし、受け入

れたあともしっかり社会の中に統合していけ

ると考えています。そのときに必要になるの

は、なんらかの専門的なスキルを持っている

ことでしょう。

島原：専門職については、単純労働者ほどは

不足しているという認識がなかったのですが。

梅澤：この中でいうと、明らかに不足してい

くのが介護・看護、農業、それからインバウン

ド観光に関する人材。加えて、シェフやフロ

アマネージャーなど、飲食系の人材も不足し

ています。すでに東京では、フードサービス

の有効求人倍率は調理で6倍、接客で9倍に

なったということです※2。

島原：そんなにですか!?

梅澤：相当足りていない。現状では、人手不

足を技能実習生や留学生のアルバイトで補

うという「抜け道」の対応が横行しています。

特に、技能実習生の制度は、製造業、建設業

や農業などの分野で、単なる低廉な労働力

の獲得手段として濫用されています。せっ

かく日本で仕事をしながら何年も住んだの

に、酷い環境でこき使われて、「アンチ日本」

になって帰っていく人が相当数いる。短期

のローテーションで、人材を使い捨てるから

そうなってしまうのです。受け入れる人材

を専門性で選別しつつ、受け入れるからには

しっかり社会に統合していくような、新たな

枠組みが必要だと思います。

島原：高度人材というのは誰が見ても欲し

い人材ではありますが、専門職に挙げられて

いるのは、成熟してきている日本が頼るべき、

頼りたくなる可能性のある成長分野でもあ

ると思うのです。そうすると単純に足りな

いから誰でも、というわけにはいかないですよ

ね。

梅澤：クールジャパン戦略でも、外国人材の

受け入れには「量」の議論以上に「質」の議

論が重要と明記しています。たとえば、海外

の需要を開拓するときに、当然外国人のほ

うがニーズを分かっているし、人脈があるよ

ね、と。だから彼らと一緒にやろうという部

分が大きいです。たとえば、インバウンド観

光ひとつとっても、ニーズは国や地域で違っ

てきます。たとえば中国系の人たちはいまで

も比較的お買い物が好きで、モノ消費もまだ

続いてますが、欧米はコト消費中心で、メディ

アにあまり載っていないような光景を探しに

行くという傾向があります。やはり国、所得

階層、趣味によっても本当にいろんなニーズ

があって、すべてを足すと巨大なインバウン

ドニーズになっている。日本人には想像でき

ないニーズの発見や地域資源の発掘と戦略

の組み立てを一緒に行い、プロデュースをし

てくれるさまざまな外国人材がほしい、これ

はリアルなニーズです。

島原：インバウンドといえば、今回ニセコ取材

に行ったんですが（P144参照）、ここは外国

人、主にオーストラリア人ですが、彼らが発

見したといっても過言ではないくらい。ニセ

コが成功事例といえるのは、外国人を排除す

るのではなくて一緒に作ったというところが

ニーズに適っていたのかなと。行政機関、経

済団体、観光事業者らが設立したニセコ倶知

安リゾート協会は、理事の半分が外国人だそ

うです。

梅澤：なるほどね、素晴らしい。町役場にも

外国人スタッフがいると聞きました※3。

島原：最近できたコンドミニアムの最上階の

価格は6億円だそうです。東京ですら6億の

物件はレアですよね。そこでレストランが足

りない、なぜ星付きのレストランがないんだ

とクレームがくるそうです。

梅澤：6億円のコンドミニアムを買える人が

来るなら、絶対星付きレストランを作るべき

ですよね。

島原：店がないから出張の料理人の需要が

ものすごく高くて、稼げる職業になっている

らしいですよ。

梅澤：素晴らしい、素晴らしいけど…、本当



159TALK ×  TALK

にニーズをわかっていないからそうなってし

まっているんですね。

島原：たとえば、梅澤さんが想定されている

高度人材像とはどんな人でしょうか。たと

えばどういう都市、どういう街に住みたがる

といった傾向についてお聞きしたいのですが。

梅澤：やはり、その街がいろんな刺激に溢れ

ていて、自分のクリエイティビティを全開に

できることが重要だと思うんです。クリエイ

ティブ・シティとして東京の位置づけを考え

ると、間違いなく世界のトップ3には入って

いる。ニューヨーク・ロンドン・東京。人に

よっては東京が一番面白いといってくれるく

らいの立ち位置にはいるので、いま多くのク

リエイティブ・クラスを東京に受け入れるこ

とができれば、彼らと一緒にもっと東京を面

白くしていけるだろうと。2020年（東京オリ

ンピック）も控えていますし。

島原：地方都市ではどうでしょうか?

梅澤：地方都市にも、たとえば福岡のように

ポテンシャルを持つところはあります。東京

には興味がないけれど、地方には興味がある

という外国人も居ます。ただ、中途半端な

地方都市は厳しい気がしますね。

島原：たとえば?

梅澤：ミニ東京を目指してやってきたような

多くの政令指定都市。

島原：だいたい、わかりました（笑）。

梅澤：もっと田舎のほうが、かえっていいん

じゃないですかね。

島原：いざ、高度人材を含む外国人たちが日

本にやってきたとして、六本木の街で

仕事をして遊んでいる分には楽しいか

もしれません。ただ、暮らしとなると、

言葉の問題を含め、いろいろと不都合

がありますし、住居を確保するという

最低限のことすらなかなか難しい場合

もある。ビザの問題や法的な制度の問

題はひとつひとつクリアしていくべきだ

と思うのですが、社会の空気みたいな

ものも含めて、日本の都市の暮らしや

すさが気になっているんてす。日本は

外国人には決して住みやすい国ではないと

いうような評価もありますが、そのあたりは

どのようにお考えですか?

梅澤：やはり、言語の壁が一番ですね。東京

ですら日本語ができないと不自由する局面

はそれなりにあって、地方に行けばなおさら

です。それから、とくに高度人材、比較的所

得の高い人たちが気にするのは、子息の教育

ですよね。将来、ハーバードやオックスフォー

ド、ケンブリッジ大学など海外の一流大学に

子供たちを入れて、世界で競争力のある人材

にしようとする人たちにとっては、日本では

インターナショナルスクールが弱い。

島原：弱いというのは数が少ないというだけ

ではなくて質も?

梅澤：量も質も、ですね。1番が言葉、2番が

子息の教育、特に重要なこの2つをクリアす

れば、相当数の高度人材が来てくれるのでは

ないのかなと思いますね。

島原：日本の受け入れの空気感はどうでしょ

うか。

梅澤：社会全体のウエルカム感は、トランプ大

統領が登場した今となってはアメリカと日

本でそれほど差はなくなったかも知れません

が（笑）、これは受け入れたことのない人たち

にいくら口で言ってもわからない。ある量を

受け入れて、要は外国人が周りにいるのが当

たり前という状況下で学んでいくのが早い

という気がしています。

島原：慣れというやつですか?

梅澤：慣れですね。多くの日本人は基本的

には優しいし、周りにいる人たちが不自由し

ていたらちょっと助けてあげようというマイ

ンドは持っている国民性なので、そうやって

コミュニケーションを始めてみると「なんだ、

同じ人間だね」と気づくことは多いと思う

んです。外国人の社会への統合に関しては、

我々自身を慣らしていければ、そんなに難し

い作業ではないのかなと思います。

島原：言葉の問題はすごくギャップが大きい

わけですが、比較的日本人は、雑多なものを

受け入れる素地があると思います。主義主

張がはっきりしているわけではないので。

梅澤：そうですね、宗教的にもゆるいという面

もありますし。

島原：先日インタビューさせていただいた国

※2 東京の一般職業紹介状況（平成29年1月分）：厚生労働省東京労働局発表 平成29年3月。
http://tokyo-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/var/rev0/0144/6749/20173395021.pdf

※3 2017年3月現在、国際交流員3名が在席。

高度人材のリアリティ
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士舘大学の鈴木江理子先生も「要は慣れよ」

というようにおっしゃっていましたね（P120

参照）。

梅澤：学校に外国人の子供が当たり前にい

るという状況があり、子供たちが慣れながら

成長することが大事だと思います。外国人

学校にまとめて入学させるのは、もちろんそ

の選択肢もありですが、あまりよくない気が

します。「普通のこと」にしていくためにどう

するかという形で、社会全体の再設計をした

ほうがいい。

島原：たしかに、政治、行政が制度的に直し

ていかなければいけない部分は何かと多いと

思います。それとは別に、ひとりひとりが触

れ合いながら、同じ人間じゃん!と思えるよ

うな環境があればいいと思うんですよね。

梅澤：そう思います。とくに高度人材系のク

リエイターたちは、ほかの職種の人たちに比

べても東京に対してのシンパシーは強いと思

います。たとえば、ロンドンにロイヤル・カレッ

ジ・オブ・アート（RCA）という世界トップの

デザイン大学院があります。この学校のある

学部の卒業旅行は、毎年東京を訪問するそ

うです。なぜかというと、東京には未来があ

るから、彼ら曰くね（笑）。東京には未来が

あるという言葉を、僕はアメリカのクリエイ

ターからも聞いたことがあります。そういう

イメージが過去数十年間、日本が世界に発

信してきたアニメや、あるいはテクノロジー系

情報の結果、できているんです。実際日本に

来てみると、ヨーロッパの多くの都市が持っ

ている、統一感があって落ち着いていて、美

しいけれどあまり刺激がない街とはあきらか

に違う。ドバイとも違う。要は新しい刺激

的なもの、テクノロジー的なものと、歴史を

感じさせる文化度の高いものが不思議に混

じっているのが東京ですよね。というところ

にすごくユニークな魅力を感じてくれるクリ

エイティブクラスは少なくなくて、そういう

フックをうまく使って呼び込みたいと思って

います。

島原：その一方で、中国からの留学生が伸び

悩んでいるという現実があります。たとえば、

東南アジアの技術者も日本に行くより香港

や上海、シンガポールのほうがいいとか。相

対的にみると日本の求心力、吸引力といった

ものが落ちているという指摘もあると思うの

ですが、そのあたりはお感じになりますか?

梅澤：それは感じます。経済成長性が乏しい

と思われていて、日本で日本企業に就職して

もあまりバラ色のキャリアが待っている気が

しないから。どうせ勉強するなら日本語より

も中国語を勉強したほうが世界に広く活用

できるというシンプルな現実があります。だ

からその逆境をどう跳ね返すかということを

日本は真剣に考えなければいけないし、跳ね

返せるタイミングがそう長く続くと思ってい

ない。だから今やるしかないと考えています。

島原：たしかに、高度人材にとって日本語で

ビジネスすることは、あまりメリットがないか

もしれませんね。

梅澤：「金を稼ぐ」ことが一番の目的意識の

人にとっては、やはり中国のほうが魅力的と

いうのは市場規模を考えても当たり前とい

えます。

島原：英語と中国語ができれば世界の半分

は…のような。

梅澤：そう思います。なので、外国人材活用

としてあえてデザイン人材を切り出している

のも理由があるんです。これまでの高度人

材というのは、ビジネスロジックで動く人が

中心なので、アジアに来るとしても中国やシ

ンガポールの方が魅力的に見える。だけど、

クリエイティブ面でいうと、それこそRCAを

卒業した修士レベルのデザイン人材の中に

は、いまでも東京で仕事したいって思ってい

る人たちが沢山いるんです。あるいは、トラ

ンプ時代のニューヨークを脱出したいと思っ

ているアメリカのクリエイティブ・クラスも少

なからずいるはずで、そういう人たちを東京

に集めるチャンスではあります。

島原：いわゆる、高度デザイン人材を集める

チャンスなんですね。

梅澤：いま「高度人材」と分類されている人

材の中にも、AI の発展によって10～20年

後には代替される仕事をしている人が相当

いる。なので、高度人材自体を定義しなおし

て、これから特に重要となるタイプの人材を

確保、育成していくことが大事です。高度デ

ザイン人材やデータ・サイエンティストは、今

後いよいよ重要性が増すタイプです。これ

らのタイプを、私は「新・高度人材」と呼んで

います。

逆境がチャンスのいま

※4 厚生労働省の発表によると、2016年10月末時点で日本の外国人労働者数は
108万3769人となり、初めて100万人を突破。技能実習生が25.4%、留学生
は25.0%の増加。

※5 「外国人の技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護に関する法律」のこと。
2016年11月公布され、2017年11月1日施行予定。これにより最長 3 年の技
能実習生の制度が職種・条件によるものの2年間延長され最長5年となる。
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島原：ところで、梅澤さんのおっしゃる専門

職というのは、言語に頼る職種ばかりでもな

いので呼び込みやすそうですね。

梅澤：ええ、そうかもしれません。シェフ、

ファッションデザイナー、アニメのクリエイ

ターなどは、非言語の要素が大きいですね。

島原: 高度人材と単純労働者という単純な

職種枠だけでなく、いわゆるクールジャパン

という切り口で外国人材の話を考えていく

というのは、ライフスタイルのようなものもイ

メージできる、リアリティのある提案で新鮮

です。

梅澤：昨年、自民党で「労働力確保に関する

特命委員会」が立ち上がりました。クール

ジャパン人材について提言にうかがったわけ

ですが、この委員会のミッションは、外国人

材を労働力としてどう受け入れるかを議論

するためのものです。つまり、政府でも、外国

人を受け入れるべきか否かの議論はすでに

結論が出ており、どんな人材を、どんな形で

受け入れるのかというHOWの議論に移っ

ている。そのプロセスの中で、我々はクール

ジャパンという新しい切り口で提言するこ

とで、突破口を作ろうとしているとも言えま

す。

島原：外国人の受け入れ問題というのは、ど

うしても移民を入れるべきか、入れるべきでは

ないかという、やや価値観的な論争になりが

ちですから、具体的な議論をするにはよいテー

マだと思います。

梅澤：移民を入れる、入れないの単純な話を

しても前に進まない。というか、もう相当数

入れていますよ。最新の統計では、外国人労

働 者の数は1年 間で2割 増えて108万 人で

す※4。1年で2割の増加は、いままでの日本

ではあまり見たことない光景ですけど、しば

らくそれが続くと思われます。これが将来、

300万人になったとしても、その300万人の

中身が大切だということを忘れてはならない。

島原：一方で、建前上言えないとはいえ、ロー

テーションであるということが前提になって

いる技能実習の問題があります。一部業種

の在留期間を3年から5年に延長する※5な

し崩し的な制度改正ではよろしくないな、と

感じています。

梅澤：単純低賃金労働を5年に延長するとい

うのは、酷い話ですよ。外国人雇用協議会も、

この点について強い問題意識を持っていま

す。技能実習生という形で単純労働者を入

国させて低賃金で働かせるのではなくて、専

門性を持つ人をどう受け入れるか、そして彼

らの統合と定住をどう促進するかという議

論が重要です。

島原：そちらの議論も十分尽くされるとは思

いますが、今後の展開はどうお考えですか?

梅澤：次は資格制度を作ることですね。今の

枠組みだとビザ取得が難しい職種を含め、資

格制度によって就労ビザの発給をルール化

していこう、という試みです。

島原：そのような活動も楽しみにしています。

ありがとうございました。

―― 東京には未来があるという言葉を、
僕はアメリカのクリエイターからも聞いたことがあります。( 梅澤）

―― いわゆるクールジャパンという切り口で
外国人材の話を考えていくというのは、
リアリティのある提案で新鮮です。（島原）

クールジャパン戦略深化のための 5つの視点

❶ 様々な取組みに横串を刺し、デザイン視点での編集によって魅力を高める
❷ 官民の活動を俯瞰し、相互に連携させる
❸ 世界中から日本に人材を引きつける「人材ハブ」を構築する
❹ 日本の魅力を外国人目線で再編集し、外国人と協働して発信・展開する
❺ 地方の魅力を、海外で受け容れられるようにプロデュースする

参考：クールジャパン戦略官民協働イニシアティブ（2015/6）

民間の 4つの取組モデル

◎ デザイン分野：国際的なデザインラボ／スクール
◎ コンテンツ分野：J-Pop 海外展開のエージェント組織
◎ 食分野：食の大学院・海外都市のマルシェ
◎ 地方・観光分野：ローカル・クールジャパン・プロデュース事業




